
本
市
を
走
る
圏
央
道

　

圏
央
道
は
木
更
津
・
成
田
・
つ
く

ば
・
川
越
・
青
梅
・
八
王
子
・
厚
木
・

横
浜
な
ど
地
域
の
核
と
な
る
都
市
を
結

び
ま
す
。
本
市
で
は
、
吉
岡
で
東
関
東

自
動
車
道
に
合
流
し
、
川
上
で
県
道
44

号（
成
田
小
見
川
鹿
島
港
線
）と
接
続
し

ま
す
。
工
事
が
完
了
す
る
と
、
現
在
す

で
に
利
用
さ
れ
て
い
る
千
葉
東
金
道
路

の
松
尾
横
芝
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で

つ
な
が
り
ま
す
。

設
計
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

　
国
土
交
通
省
千
葉
国
道
事
務
所
で
は
、

道
路
の
設
計
を
行
う
た
め
に
、
平
成
20

年
度
か
ら
路
線
測
量
・
地
質
調
査
を
実

施
し
、
こ
の
と
き
の
結
果
を
基
に
設
計

案
を
作
成
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
圏
央
道

が
通
過
す
る
土
地
と
、
圏
央
道
に
よ
っ

て
分
断
さ
れ
る
既
設
の
道
路
の
付
け
替

え
な
ど
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
調
整

を
行
い
、
そ
れ
を
反
映
さ
せ
た
設
計
案

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

設
計
・
用
地
説
明
会
を

行
い
ま
す

　
国
土
交
通
省
千
葉
国
道
事
務
所
で
は
、

地
権
者
と
地
元
の
人
た
ち
を
対
象
に
説

明
会
を
行
い
ま
す
。
今
回
の
説
明
会
で

は
、
設
計
案
の
内
容
の
説
明
と
、
事
業

で
必
要
と
な
る
用
地
の
範
囲
を
提
示
し
、

今
後
の
お
お
よ
そ
の
事
業
の
流
れ
と
用

地
補
償
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
も
説
明

し
ま
す
。
説
明
会
は
2
回
行
い
、
そ
れ

ぞ
れ
の
説
明
内
容
は
同
じ
で
す
。

日
時

○
1
回
目
…
10
月
23
日
㈫ 

午
後
7
時

圏
央
道（
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
）は
、
都
心
を
中
心
に
東
京
都
・
埼
玉
県
・

茨
城
県
・
千
葉
県
・
神
奈
川
県
を
、
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
と
一
体
と
な
っ
て
環

状
に
つ
な
ぐ
道
路
で
す
。
本
市
で
も
そ
の
一
部
が
通
過
し
、
成
田
空
港
へ
の
利
便

性
の
向
上
や
日
本
の
玄
関
口
と
し
て
の
観
光
・
物
流
の
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

国
土
交
通
省
千
葉
国
道
事
務
所
で
は
具
体
的
な
設
計
案
を
ま
と
め
、
そ
れ
に
基
づ

く
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。

設
計
・
用
地
説
明
会
が
行
わ
れ
ま
す

圏
央
道（
大
栄
〜
横
芝
間
）

東関東自動車道との接続地点
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か
ら（
受
け
付
け
は
午
後
6
時
30
分

か
ら
）

○
2
回
目
…
10
月
28
日
㈰ 

午
後
3
時

か
ら（
受
け
付
け
は
午
後
2
時
30
分

か
ら
）

会
場
＝
川
上
小
学
校
体
育
館

対
象
＝
興
味
の
あ
る
人
な
ら
ど
な
た
で

も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

説
明
会
の
対
象
と
な
る
地
区
＝
十
余

三
、
吉
岡
、
水
の
上
、
新
田
、
多
良

貝
、
川
上（
大
栄
十
余
三
に
つ
い
て

は
、
圏
央
道
が
通
過
す
る
予
定
で
す

が
、
設
計
案
が
現
在
調
整
中
の
た
め

今
回
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。
開
催
日
が

決
ま
り
次
第
あ
ら
た
め
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
）

※
参
加
を
希
望
す
る
人
は
当
日
直
接

会
場
へ
。
く
わ
し
く
は
国
土
交
通

省
千
葉
国
道
事
務
所
調
査
課（
☎
0 

4 

3
‐
2
8
5
‐
0
3
1
7
）ま
た
は

　
土
木
課（
☎
20
‐
1
5
5
0
）へ
。

圏央道の計画位置図と説明会対象範囲

説明会対象範囲

埼玉県
茨城県
つくば

筑波

常磐道

稲敷

東
関
道（
水
戸
線
）
潮来

銚子
成田

京葉道路

三郷
外環

東金
千葉
東金
道路

館山
道

茂原

御宿

木更津東

鴨川

館山

富
津
館
山
道
路

木
更
津

横須賀

東京湾
アクアライン

東京
湾岸道路

第二
湾岸道路

東名高速

圏央道 千葉県区間
供用区間
未供用区間

第二東名 厚木

中央道 八王子

日の出 大泉

青梅

関越道 鶴ケ島

川島
久喜

東
北
道

横浜

東京都

千葉県

神奈川県

着々と工事が進む「大栄～稲敷」間（芝地先）

全体図

計画する道路の形式・規模などを検討します。
⬇

詳細な道路設計に必要な測量・地質の調査のため、
計画している道路の概略を近隣の人に説明します。

⬇

道路を建設する地域の測量と地質などの調査を行
います。

⬇

測量・地質調査のデータを基に、詳細な設計を行
います。

⬇

設計図を基に、近隣の人に具体的な設計内容と必
要な用地の説明を行います。

⬇

道路が通過する予定の土地を示し、境界線の確認
やそこに建つ建物の調査を行います。

⬇

地権者などの関係者に用地補償の説明を行います。
⬇

地権者などの関係者と用地補償の交渉をして、契
約・支払いを行います。

⬇

近隣の人に工事の実施方法、工事期間中の交通処
理などの説明を行います。

⬇
　　

⬇

道路が完成し、自動車が通れるようになります。

道路概略設計

調査説明

測量・地質調査

道路詳細設計

設計説明

用地測量・調査

用地補償説明

用地交渉

工事説明

工事

完成（供用開始）

圏央道ができるまでの流れ
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